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用行義塾の若き発起人・足立英三郎と足立諦一郎について 
The New Information on the two important persons of YOHKOH-GIJYUKU, 

























































































































足立家の皆様にも御礼を申し上げたい。 	 が彼の誕生日前に当たるならば満 18 歳余であるし、誕生 


































52 が数え年なのか満年齢なのかについては、 「子年」 
の文字がヒントを与えてくれる。明治 36 年は西暦 1903 
年であるから、ここから英三郎が生れた 52年前を単純に
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還ハ 	 意考ヲ 」子ナキハ 11  
妻ハ浜名郡天王村下堀鷹村口森金蔵長女あい子ヲ
姿ル子ナシ 
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一 	 廿 	 のか、そうで 







































当主となるが、その時期は明治 19年 12 月である。結婚
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図3 足立諦一郎の家族 






    
    
   
足立みほ 
 
     
家の代表として振る舞っていたことになる。 
また、諦一郎は嘉永 4年 9月 18 日（1851年 10 月 12 
日（14)）生まれであると明記されているから、用行義塾が
発足した明治 5年6月 25 日（1872年7月 30 日）の時の


















今助 今治郎 明矩 尭長四男
明治 4年9月 1日 卒 
章三 今次郎長男 
幼名九郎ノ、 
元治元年10月 8 日生 
明治 12年家督ツギ戸主トナルモ 
明治 19年 12月 6 日退隠 









年である。今次郎が亡くなった明治 4年から 8年の間、 
この家の家督はどのような扱いになっていたのであろう
か。 
今次郎が亡くなった明治 4年 9月 1日は西暦 1871年 
10 月 14 日であるから、この時の章三（西暦 1864 年 11  
月 7 日生）の年 	
齢は満 6 歳 11 























また、章三は明治 10年末時点で 13歳 3 ケ月であるこ
とも分かっていたので、章三の生誕時期は明治元年より
も 3年 3 ケ月ほど前であると推定できていた。今回の資
料で、正確な誕生日が元治元年10月 8 日（1864年 11月 
7日）であると判明した。この日は明治元年1月 1日（1868 
年1月 25 日）から見ると 3年2 ケ月 18日前となるから、 
上の推定が正しいことを証明できた。 








































じ明治 8年春の時点では、生れて 3-,.-4 か月の乳児でしか
ない。故に両人は、明らかに同姓同名の別人である。 
































































例えば、足立諦一郎は 7月 1日から 14 日までの間に断
続的に7回、足立英三郎（栄三郎を含む）は 7月 1日か 



























資料1 用行義塾の発起人他の年齢 （右端の年齢は用行義塾創立時） 
足立英三郎（久津部足立家の総本家）・・嘉永6年生・・・推定 19歳 




	 嘉永 4年生・・21歳 9ケ月 
足立関五郎 
足立仲三 
日向平三郎 	 天保 7年生・・36歳 1ケ月 
大草泰順 
（発起人以外の人物） 







算しても出席は 17 回しかない。諦一郎の出席は上の 7 
回のみである（21)。彼らが意識的に出席していた7月のは
じめから中旬においては、他に塾生の出席が殆どない時
期に相当する。7月 20 日までの期間では、英三郎、諦一 
郎を除く「普通の塾生」の出席は、最も多い時で、善吉、 
新太郎、愛吉（9歳）の 3 人が出席した 7月 2 日のみで
あり、他の日は、善吉以下の 3人に駒吉を加えた4人の
うち、1人か 2人が出席しているのみで、0 人の日も少な





















ー 	 常駐して対応するような配慮 
三、  をしたとしても不思議ではな 










































































示すと 1854 年と 1866 年の 2 つしかないが、このうち久津部の足 






覧 599-2012J 2013年 9月 20 日初版、同年 10月 16 日第 2 刷、 
東京大学出版会、39 頁、201 頁）。 
安政東海地震そのものと静岡県地域での被害状況については、 









（震災予防調査会編纂『大日本地震資料・下巻』《明治 37 年 5 
月 28 日、丸善》439 頁、国会図書館近代デジタルライブラリー）。 
いずれにせよ、袋井でこれだけの惨状を呈したのであるから、すぐ
近くの久津部でも被害があったのは当然であろう。 
ところで、この安政東海地震が起きた西暦 1854 年 12 月 23 日
は、当時の日本の暦で示すと嘉永 7 年 11 月 4 日であり、元号は
まだ安政ではない。安政に改元されたのは地震から 23 日後の嘉


































































の2)j（『静岡理工科大学紀要』第25巻、2018年 1月 31日、 






















儀八の正確な生年月日、没年月日が、天保2年 4月 16 日生、明









袋井』第 13 号《2019年 3月 1日発行予定》に収録の予定）。 
(20）小栗勝也「用行義塾の基礎的研究資料（その1) j（『静岡理
工科大学紀要』第 22 巻、2014年 6月 1日、所収）、同「用行義
塾の基礎的研究資料（その2) j（『静岡理工科大学紀要』第 23 
巻、2015年6月1日、所収）、同「用行義塾の基礎的研究資料（そ
の 3) J（同上『静岡理工科大学紀要』第23 巻、所収）。 
(21）同上拙稿「用行義塾の基礎的研究資料（その2)J 116 頁以下
の表 3を参照のこと。 
(22）同上。 
(23）同上。 
(24）日向謹作については、前掲拙稿「用行義塾の基礎的研究資
料（その2) j、小栗勝也「用行義塾に関係した日向家の人々につ
いての新情報～墓石等の記録から～」（『静岡理工科大学紀要』 
第25巻、2018年1月 31日、所収）、前掲拙稿「袋井東小学校所
蔵の文書束から見る用行義塾（その 3)」を参照のこと。 
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